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概念空間と情報検索

橋　本 寛

1　はじめに

　本論文においては，情報検索の狭義の検索過程について考察をおこない，

その体系で使用される概念間の包含関係を考慮する検索方式およびそのモデ

ルについて述べる。また，議論を具体的にするため，情報検索として，文献

検索をとりあげ，これに関するモデルを構成する。

　情報検索において，概念間の包含関係を考慮することの重要性はいうまで

もない。しかし，従来の研究および検索モデルにおいては，単一の概念間の

包含関係は考慮される場合も多いが，複合された概念間の包含関係はほとん

ど考慮されていなC・〔1〕。このため，文献や検索質問は単なる概念の集合と

してのみ表わされ，その文献および質問の内容を表わすために，それらの概

念がどのような新しい概念を形成しているかについては無視されてしまう。

　本研究においては，概念間の演算（概念算）を採用して，その演算を示す

演算式によって文献および質問を表わす。このため，それらを概念の集合と

して表わす従来の方式に比べて，はるかに内容の表現が明確かつ豊富になっ

ている。概念間の包含関係を表示するためには，すでに筆者らによって提案

されている表示行列〔2〕を採用している。この表示行列を用いることにより，

単一の概念および複合された概命間の包含関係を容易に知ることができる。

　また，本論文で提案したモデルでは概念算と論理演算の差異を明確にし，

検索質問などの解釈における混乱をなくした。従来，このようなモデルは提

案されておらず，今後の研究の出発点として有用とおもわれる。
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2　モデルの構成

　2．1　演算の定義

　概念間の包含関係を考慮する検索過程のモデルを構成するために，以下必

要となるいくつかの演算を定義する。これらの演算はfuzzy集合〔3〕および

それに関する行列の演算である。

　x，yを0と1の間の値をとる変数とするとき，　xA　y，　xvy，7をつぎのように

定める。

　　　xAy≡min　lx，y｝

　　　xvy≡max｛X，y｝

　　　X≡1－x

　また，各要素が0と1の間の値をとる行列についても同様に定める。行列

X＝〔Xfゴ〕，　Y＝〔yiD，　Z＝〔Zf5〕に対して，

　　XAY≡　〔XfゴAyゴゴ〕

　　XVY≡　〔xゴ，vyの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

　　X≡〔Xゴゴ〕

　　X×Z≡　〔（xilAzlj）v（xゴ2Az2，）v…v（xinA　znj）〕

　　X◇Z≡〔（xilv　zu）A（xi2vz2j）A…A（xinVZnj）〕

　　xAY≡　〔xAyf，〕

と定める。X，　Yを（m，　n）次行列，　Zを（n，1）次行列とすれば，　XA　Y，　XVY，

X，xAYは（m，　n）次行列となり，　X×Z，　X◇Zは（m，　f）次行列となる。

　行列間の大小関係として，上記の行列X，Yに関し，つぎのように定める。

XとYのすべての要素に対し，Xfゴ≧％のとき

　　　　X≧Y

と書くことにする。

　さらに，Xに対してμ（X）なるものを次式で定義する。

　　　　’　m　　n

　　μ（X＞＝ΣΣxガノ
　　　　　‘＝15＝1
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　なお，ベクトル間の演算および大小関係については，ベクトルを行列の特

別の場合とみなして，行列間の演算，大小関係に準ずる。

2．2　表示行列

　検索システムにおいて，文献および検索質問を表わすために使用される概

念の集合を｛Kl，　K2，…，　K。｝で示す。ここでの概念としては・具体的な一

定の集合を伴うものを考えることにする。たとえば，つぎのようなものを考

える。

　　K1：複素正方行列（M）

　　K2：正規行列（MM＊＝M＊M）

　　K3：ユニタリ行列（M’i＝・M＊）

　　K4：エルミット行列（M＝M＊）

　　K5：罧等エルミット行列（M＝M＊，　M＝M2）

　これらの概念の包含関係は，その定義によっ．て，つぎのべン図表（図1）

で与えられる。

　　　　　　　　　　　　　　　　図1
　このべン図表における各領域El，　E2，…，　E7が空でないことは・それぞれ

に該当する行列の具体例を挙げることによって容易に示される。たとえば，

E，，E2，　E、に属する行列の例として，それぞれ　　　　’
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　　　〔19〕，〔鵠〕，〔9，（〕

を挙げることができる（ただしiは虚数単位）。同様に，E4，　E5，　E6，　E7の

例としてそれぞれ

　　　〔19〕，〔99〕，〔19〕，〔品〕

がある。

　ベン図表は，従来よく知られているように，つぎの行列の形で表示するこ

とカS’できる。

　　　　　　KIK2K3K4K5
　　　　　E1　11000

E2

E3

E4

E5

E6

E7

11100
11110
11111
11011
11010
10000

　この行列をTで示すと，その要素tごゴは，ベン図表におけるある領域E，が

概念K」に含まれていれば1となり，そうでなければ0となる。各領域は概念

算の基本積に相当している。このようにして構成される行列Tを表示行列と

よぶことにする〔2〕。なお，概念の例として挙げた具体的な行列とこの表示

行例とは直接の関係はなにもない。

　検索過程において，概念間の包合関係を示す表示行列が与えられていれば，

便利であることは述べるまでもない。概念の例として挙げた行列の場合でも，

たとえば行列に関する数値計算法をさがしているとき，行列間の包含関係が

わかれば種々都合がよい。

　表示行列Tに関連した演算を以下にのべる。

　概念K，・K2・…・K・に関する表示行列Tに対して，　TKゴ（i＝1，2，

…・n）で行列Tのi番目の列ベクトルを示す。また行列Tの転置行列T・に
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対してK，T’でT’のi番目の行ベクトルを示すものとする。

　　　（例）　　　KIK2K3K、K5

　　El

　　E2

T＝E3

　　E4

　　E5

　　E6

　　E7

1　1　0　0　0

1　1　1　0　0

1　1　1　1　0

1　1　1　1　1

1　1　0　1　1

1　1　0　1　0

1　0　0　0

　　　EI　l

　　　E2　1

TK2＝E3　1

　　　E4　1

　　　E5　1

　　　E6　1

　　　E，　0

　　　　　　　　　EIE2E3E4E5E6E7

　　　　　K3T’＝〔0111000〕

　さらに，表示行列のベクトル間の演算に関して，TK，ATKゴをT（K，nKノ），

TK，VTK，をT（K，UKゴ），　TK，をTK，cと示すことにする。また同様に，

KiT’AK，T’，　K，T／VKゴT’，　K，T’をそれぞれ（K，nK，）T’，（K，UK，）T’，

K，CT’と示すことにする。

　　　　（例）　前記の例の行列Tに対して

　　　　　　　　　　　　　　　　　E、E2　E3　E、　E5　E6　E7

　　T（K、nK、）－TK，ATK・一〔0011000〕’

　　　　　　　　　　　EIE2E3E4E5E6E7
　　K、CT’一・i〈9；ti”＝　〔1　0　0　0　1　1　1〕　　‘　　　　　　　　’

　ここで，概念K，，K2，…，Knおよびn，　U，cで構成される関数を表示関数

とよび，つぎの規則で構成するものとする。

　　（1）K，，K2，…，　Knは表示関数である・

　　（2）el，　e、を表示関数とするとき，　e、fie2，　e、Ue2，　elcも表示関数であるg

　　（3）上記（1），（2）で構成されるものだけが表示関数である。

　以下，表示関数をe（K、，K、，…，　K・）または単にeで示す。この一般の

表示関数e（K、，K2，…，　Kn）に対して，　Te（Kl，　K2・…・K・）でe（TK1・
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TK2，…，　TKn）を示す。ただし，　e（K，，　K2，…，　K。）の中のn，　U，・は，

e（TK1，　TK2，…，　TKn）の中ではA，　V，一におきかえちれるものとする。

すなわち　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　　　　　　Te（K，，　K2，…，　Kn；n，U，　c）

　　　　　　　＝e（TK1，　TK2，…，　TKn；A，　V，一）

また，e（K1，　K2，…，　Kn）T’についても同様である。

　　　　（例）

　　　　T（KIn（K2UK3c））＝TKIA（TK，V「ik，）

　　　　（KIU（K2nK3）c）T’＝KIT’V（K2T’AK3T’）

以上の定義のもとで，つぎの性質が成立することが容易に示される。

　　　　〔性質〕

　　（1）T（KlnK2）ニT（K2nK1）

　　（2）T（KIUK2）・＝T（K2UK1）

　　（3）　T（（KlnK2）nK3）ニT（Kln（K，　fiK，））

　　（4）　T（（KIUK2）UK3）・＝T（KIU（K2UK3））

　　（5）　T（KlnK2）c＝T（KlcUK2c）

　　（6）　T（Klc）c＝TK1

2．3　文献関数

　文献のもつ情報は，概念K1，　K、，…，　Knから構成される表示関数によっ

て，つぎのようにして表示する。

　ある文献が概念K，とK2の両方の情報を有するときは

　　　　　K，UK，

で表示し，また文献が概念K1とK2の共通部分の情報をもつときには

　　　　　KlnK2

とする。さら’ e：，K2以外のK，に関する情報をもつ文献は

　　　　　KInK2c
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と表示する。

　このように各文献を表示関数で表ポすれば，従来の概念あ集合で表わす方

式にくらべて，各文献のもつ情報はより明確になる。文献を表示する表示関

数をとくに文献関数とよ1ぶことにし，関数　e（K1，K2・…・K・）のかわりに

d（K1，K2，…，Kn）で示すことにする。

　2．4　文献と表示関数との相関

　ある文献D，の表示関数すなわち文献関数d，と表示関数eとの相関を

　　　〔d，，T〕eまたはd，T’＊Te

　　　　　（i＝1，2，…，m）

で表わすことにする。ここにTは表示行列である。ここでは相関の具体的な式

は定めず，問題に応じて適当な相関の式を用いるものとする〔1，4〕。ただし，

相関の値は0と1の間にあるものと仮定する。

　文献関数d，をi番目の要素とする列ベクトルを考え，Dで表わし・文献関数

列とよぶことにしょう。

　　　　Dl　dl

　　　　D2　d2
　　　D＝

　　　　D栩　dm

　また，この文献関数列Dを用いて，dゴTノ＊Teを播目の要素とする列ベクト

ルを〔D，T〕eまたはDT’＊Teで表わすことにする。

（例）

D撚i濫〕e・・＝・K・　flK・
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　このとき

　　　〔D，T〕e　　＝DT’＊Te

　　　　　　　　書醗：器1隅〕

　　　　　　　　－ii［欝叢赫欝：畿〕

　つぎにすべての文献の表示関数が

　　　d，＝K，，UK，，U…UKin（i）

で与えられる場合について考えてみょう。

　まずa（d，，K，）なるものを定める。このa（d，，K」）は上のd，の中にK，が入っ

ていれば1，そうでなければ0となるものとする。a（d，，Kj）をaごゴと略記して，

af，を（i，j）要素とする行列Aをつくる。このとき表示行列Tに対して＿

　　d，T’＝（K，1UK，，U…UK、ηω）T’

　　　　　＝K，，T’　VK，，T’V…VKin（，）T’

　　　　　＝（a（d，，　K，）AK，T’）

　　　　　V（a（di，K2）AK2T’）

　　　　　V　　・・…　。……　……・…

　　　　　V（a（d，，Kn）AKnT’）

　　　　　一〔ail，ai2，．．．，ain）×［碁〕

　　　　　＝〔aibai2，…，ain〕×T’

　ここでd，T’をi番目の行ベクトルとする行列DT’を考えれば，

　　　　DT’　＝＝A×T’

となる。
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（例）

文献：

　Dl

　D2
D＝
　D3

　D4

表示行列

　　El

　　E2

　T＝E3

　　E4

　　E5

このとき

　　Kl
T’＝K2

　　K3

　　・K4

　　　Dl

　　　D2
DT’＝
　　　D3

　　　D4

　　　Dl

　　　D2

　　　D3

　　　D4

K、UK2

K3

K，UK，

K2UK3UK4

KIK2K3K4

1　000
1　100

0　1　1　1

EIE2E3E4E5

1　1000
0　11　10

001　10
000　1　1

　（KIUK2）T’

　K3T’

　（KIUK3）T’

　（K2UK3UK4）T’

　KIT’VK2T’

　K3T’

　KlT’VK3T’

　K2T’VK3T’VK4T’

（451）－115一
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　　ElE2E3E4E5
D1　1　1　1　1　0

D2　00　1　1　0

D3　1　1　11　0

D4　01　1　1　1

これに対して

　Dl
A＝D2

　D3

　D4

KIK2K3K4
1　1　0　0

0　0　1　0

1　0　1　0

0　1　1　1

　　　　Dl

A×T’＝D2

　　　　D3

　　　　D4

KlK2K3K4
1　1　00

00　10
10　1　0

0　1　1　1

K1

×K2

K3

K4

ElE2E3E4E5
1　1　00　0

0　1　1　1　0

00　1　1　0

0　0　0　1　1

　　　　　　　　E，E2　E3　E4　E5
　　　　　　D，　1　1　1　1　0

　　　　ニD2　　0　0　1　1　0

　　　　　　D3　1　1　1　1　0

　　　　　　D4　01　1　1　1

　このようにして，DT’＝A×T’のときは，表示関数eに対して

　　　　〔D，T〕e＝・（A×T’）＊　Te

となる。

　すなわち，文献関数列Dを行列Aで表現できるときは，ここでのモデルは

従来のキーワード方式のモデルと関係する。このことはTが単位行列Eであ

れば，よりはっきりするであろう。行列Tが単位行列Eであるのは，各概念

が互いに排他的であり，その概念がそのままキーワードとなっている場合で
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ある。その場合文献と表示関数との相関は

　　　　〔D，T〕e＝A“Ee

と表わされる。

　（例）

　　　D、　KIUK、　　　　　　　　　　　　E，

　D＝D2　K3　　　　　　　　T＝E＝E2

　　　D，　KIUK、　　　　　　　　　　　　　E3

　　　D、　K2UK3UK、　　　　　　　　　　　E4

　e＝K2UK4

　このとき

　　　　KlK2K3K4
　　DI　l　1　0　0

A＝D2　　0　0　1　0

　　D3　1　0　1　0

　　D4　0　1　1　1

A×T’＝A×EニA
　　　　　　　　　　E　，E，E3E4
Ee＝・E　（K2UK4）＝〔0101〕’

　　　　　　　E，E2E，E4

　　　　　Dl　llOO

〔D，T〕e＝D2　0010　“

　　　　　D3　1010

　　　　　D4　0111

2．5　質問の定義

E1　0

E2　1

E3　0

E4　1

KIK2K3K4
1　0　0　0

0　1　0　0

0　0　1　0

0　0　0　1

（453）－117一

　表示関数をもとにして，つぎの規則で構成されるものを質問関数または単

に質問とよぷ。

（1）　表示関数は質問関数である。

（2）　Ql，Q2を質問関数とするとき
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　　　　Q，AQ，，Q，VQ2，Q1

　　　も質問関数である。

　（3）　上記（1），（2）で構成されるものだけが質問関数である。

　（例）つぎのものは質問関数である。

　　　KlrlK2c，KIV（KIUK2），KIVKInK2

　　しかし，つぎのものは質問関数ではない。

　　（K，VK，）c，K，n（KIAK2），KlcU（KlVK2）

　質問関数の形式的な構成はこの規則によるが，その具体的な構成法はつぎ

のとおりである。

　ある複合された概念すなわち表示関数elとe2，たとえばK1とK2nK，の両方

と相関の大きい文献をさがす場合は質問関数Qを

　　　Q＝e、Ae，

　　　＝K，A（K2nK3）

とする。また，このe、とe2のいずれかと相関の大きい文献をさがす場合は，質

問関数Qを

　　　Q＝eiVe，

　　　　＝KIV（K2nK3）

とする。elと相関の小さい文献をさがす場合は

　　　Q＝可

　　　　＝R，

とする。さらに，これらを組み合わせて複雑な質問関数を作るこどができる。

たとえば

　　　Q＝（KIV（K2nK3c））AK4UK5

これは，概念K、または複合された概念K2nK3cと相関が大きく，かつ複合され

た概念K、UK、と相関の小さい文献をさがす場合の質問関数である。

　この質問関数に関して，KlnK2とK，AK，，K，UK、とKIVK2，KlcとK、とはそれ

ぞれ全く別のことを意味していることに注意すべきである。これらの意味す

るものおよびそれらの間の関係は以下においてあきらかになるであろう。
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　2．6　文献と質問との相関

　蓄積されている文献と，それに対して与えられた，表示関数e1，e2，…，epに

関する質問関数Q（e、，e、，；・・，eρ）との相関を

　　Q（〔D，T〕e1，〔D，T〕e2，…，〔D，T〕eρ）

で定義し，これを

　　f〔D，T〕Q（e、，e2，…，eρ）または〔D，T〕Q

と書くことにする。ここにDは文献関数列，Tは表示行列であり，また〔D，T〕

ei＝DT’＊Tei（i＝1，2，…，p）である。

　　（例）

　　〔D，T〕（KIV（K2nK3））＝〔D，T〕KIV〔D，T〕（K2nK3）

　　　　　　　　　＝（DTノ＊TK1）V（DT’＊（TK2ATK3））

　　〔D，T〕（（KIUK2c）AK3）＝〔D，T〕（K、UK2c）A　〔D，T〕K3

　　　　　　　　　　　　　　　＝　（DTノ＊　（TKlVTK2））ADT’＊TK3

文献と質問との相関〔D，T〕Qに関する基本的な性質を列挙する。

　〔性質〕

　　Q、，Q2を質問関数とするとき

　（1）　〔D，T〕（QIAQ2）＝＝〔D，　T〕（Q2AQI）

　　　　〔D，T〕（QIVQ，）＝〔D，　T〕（Q2VQ1）

（2）

（3）

（4）

〔D，T〕QIAQ2＝〔D，　T〕（Q、VQ2）

〔D，T〕QIVQ，＝〔D，　T〕（QIAQ、）

〔D，T〕Ql＝　〔D，　T〕Q1

〔D，T〕（QIAQ，）≦　〔D，　T〕Q1

〔D，T〕（QIVQ、）≧　〔D，　T〕Ql

　（証明）

　これらは，本質的にはfuzzy集合の演算であって，成立することはほとん

ど自明であるが，念のため，最初の式についてのみ証明しておく。
　　　　　　x
　　〔D，T〕（QIAQ、）＝〔D，　T〕QIA〔D，　T〕Q2

　　　　　　　　　＝〔D，T〕Q，A〔D，　T〕Ql
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F〔D，T〕（Q2AQI）

　ここに挙げた関係式の他に結合則

る。

　（例）

　文献：

　　　　DI　KlnK∫

　　　　D2　K，nK，

　　D＝D3　K3

　　　　D4　KsnK，

　　　　D5　（KInK2）UK4

　表示行列：

　　　El

　　　E2

　　　E3

　T＝E4

　　　E5

　　　E6

　　　E7

　　　E8

ベン図表

図2参照

K、K2K3K4
1000
1010
1110
P110
0010
0011
0001
0000

分配則が成立することもあきらかであ

図2
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質問

　Qニ（K3nKrC）VK2

このとき，各文献と質問との相関を計算してみる。

　　　　　E，E2E，E，E5E6E7E，

　　　Kl　lllOOOOO

　T’＝K2　00110000

　　　K3　01111100

　　　K4　00000110
　　　D1　（KlnK∫）T’

　　　D2　（Klnk3）T’

DT’＝D3　K3T’

　　　D4　　（K睾　fiK，）T’

　　　D5　　（（KlnK2）UK4）T’

　　　Dl　KIT’AK2T’

　　＝D2　KIT’AK3T’

　　　D3　K3T’

　D4　K2T’AK3T’

　　D5　（KIT’AK2T’）VK4T’

　　　　EIE2E3E4E5E6E7E8

　　Dl　11000000

　＝D2　01100000
　　D3　01111100
　　D4　01001100
　　D5　00100110
T（K，nK，c）＝TK3ATKl

　　　　E，E，E，E4E，E，E，E8

　　＝〔00011100〕’

（457）－121一



一 122－（458） 第23巻　　第5・6号

　　　　　　EIE2E3E4E5E6E7E8
　　TK2＝〔00110000〕’

　　　〔D，T〕Q＝〔D，　T〕（（K3nKlc）VK2）

　　　　　　　　＝〔D，T〕（K，nK，c）V〔D，　T〕K2

　　　　　　　　ニ（DT’＊T（K，nKf））V（DT’＊TK2）

　ここで，文献関数d，と質問中の表示関数eとの相関diTt・　Teを，かりに

次式で定義してみょう。

4T・・T・一
｛1　ll～欝1°”°°’”：：：：：：黙雛

　この定義のもとで〔D，T〕Qを計算する。

　　　　　　　D1　0

　　　　　　　D2　0

〔D，T〕Q・＝　　　D3　　1　V

　　　　　　　D、　％

　　　　　　　D5　％

D1　0

D2　％

D3　1　＝

D4　0
D5　｝2

Dl　O
D、　｝2

D3　1
D、　％

D5　％

　以上の計算により；与えられた質問Qニ（K3nKf）VK2と最も関連の大き

い文献はD3であり，やや関連があるのは文献D4，　D2，　D5であり，文献Dlは

関連がないと考える。もちろん，この関連の度合は採用する相関の定義によっ

て変化する。

3　含意モデル

概念Kl，　K2，…，　Knに関する表示行列Tの列ベクトルTK，，　TKゴに対

して，r（TK，，　TK，）なる関数を考える。この関数r（TK，，　TK，）はTK≧TKゴの

とき1となり，それ以外のときは0となるものとする。表示行列T＝〔tのを

（」，n）次行列と愉れば，　TK，，　TK，はそれぞれ

　　TK，＝　〔tii，　t2i，…，　tti〕’
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　　TK，＝　〔t1ゴ，　t25，…，　tε5〕’

であるから，TK，≧TKゴであるためには，すべての対応する要素について

　　　　thi≧t丸ゴ（k＝1，2，。・・，　！）

すなわち

　　　thfV砺＝　1　　　　（k＝1，2，…，！）

であればよい。

　したがって，r（TK，，　TK，）はつぎのようになる。

　　・（TK，，TK、）一々≦，（t・・V砺）

　　　　　　　　　　＝　（TK∫）’◇TKゴ

　　　　　　　　　　＝K∫T’◇TK」C

　一般に，文献関数d、と表示関数eの相関d，T’・Teを，d，T’◇TeCで定め

ることにすれば，この値はTd≧Teのとき1となり，そうでないとき0とな

る。すなわち，文献が表示関数eで指定される情報を完全に有しているとき

1となり，そうでないときは0となる。

　このd，T’◇Te・をi番目の要素とする列ベクトルを構成し，それをDT’◇

Te・で表わす。結局，ここでは〔D，　T〕eすなわちDT’ホTeをDT’◇Tecで

定義していることになる。このときのモデルを含意モデルとよぶことにする。

蝦）：

　表示行列：

　　　　　・　K，K2K，
　　El

T・＝E2

　　E3

　　E4

　　E5

100
110
010
011
000
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ベン図表：

　図3参照

図3
質問：

　Q＝（K，fiK，c）AK3

このとき

　　　　　EIEiE，E，E，

磁〔i器li〕

　　　　　EIE2E3E4Es

DT

　　〔D，T〕Q＝〔D，　T〕（（KlnK窪）AK3）

　　　　　＝〔D，T〕（K，fiK塗）A〔D，　T〕K3

　　　　　＝（DT’・T（KlnK茎））A（DT㌦TK3）

　　　　　ニ（DT’◇T（KlnK窪）c）A（DT’◇TK8）

　　　　　＝（DT’◇TKIATK2）A　（DT’◇TK3）

TKIATK2＝TKIVTK2

　　E，E，E，E4E，

＝　〔01111〕’
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　　　　E，E2E，E4E5

可《3＝〔11101〕’

　　　　　　　　　EIE2E3E4E5

〔D・T〕Q－（

　　　　　　　　　　　　　　　　E4

E5

0

1

1

1

　　　　EIE2E3E4E5

A（

li〔照i〕　El　　1

◇1：i

l：°

一

罷〕　　　　　一1蝋〕1

したがって，KlnK、・を含みかつK・を含む文献としてはD・があることが

わかる。

　以下，含意モデルで成立する主要な性質を挙げる。

〔性質〕表示行列T・表示騨e1・e・1こ対して

　　　〔D，T〕（・、U・、）一〔D，T〕（・・A・・）

　（証明）

　　　〔D，T〕（e1Ue2）＝DT’　＊T（eiUe2）

　　　　　　　　　ニDT’◇T（elUe2）c

　　　　　　　　　＝DT’◇　（TelVTe2）

　　　　　　　　　＝DT’◇　（TelATe2）

　　　　　　　　　＝　（DT’◇〒r6、）A“（DT’◇Te2）



一 126－（462） 第23巻　　第5・6号

　　　　　　　　＝　（DT’◇Telc）A　（DT’◇Te2c）

　　　　　　　　；　（DT’＊Tel）A　（DT’＊Te2）

　　　　　　　　＝〔D，T〕e1A〔D，　T〕e2

　　　　　　　　＝〔D，T〕（elAe2）

　この性質は，e1Ue2を含む文献をとり出すことはe、を含みかつe，を含む

文献をとり出すことに等しいことを示すものであり，直観的にも理解できる。

これと同様の性質は従来のモデルでも成立することが示されている〔1〕。

　〔性質〕

　　〔D，T〕（eine2）≧　〔D，　T〕（elVe2）

　（証明）

　　〔D，T〕（elne2）ニDT’＊T（eiAe2）

　　　　　　　　＝DT’◇T（e：ne2）c

　　　　　　　　＝DT’◇Te　1　A　Te2

　　　　　　　　＝DT’◇　（TelVTe2）

　　　　　　　　≧（DT’◇Te　1）V（DT’◇Te2）

　　　　　　　　＝（DT’◇Telc）V（DT’◇Te2c）

　　　　　　　　＝　（DT’ゆTe　1）V（DT’巾Te2）

　　　　　　　　＝〔D，T〕e1V〔D，　T〕e2

　　　　　　　　＝〔D，T〕（elVe2）

4　まとめ

　概念間の包含関係を考慮した検索過程のモデルを提案し，いくつかの性質

を述べた。概念間の包含関係を示すために，表示行列なるものを採用した。

また，概念算と論理演算を区別し，これまでしばしば生じたあいまいさをと

りのぞいた。

概念間の包含関係を利用する具体的モデルが得られたので，これを基礎に

して，質問回答系のモデル，これまでほとんど議論されていない情報が各文
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献に分散しているとき文献を組み合わせて出力する問題等への接近も可能と

なる。

また，本論文では概念空間を用いた検索モデ・レに重点をおいて議論してい

るが，今後そのモデルとfuzzy集合を用いたモデル〔5〕との関係を調べて

みる必要がある。
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